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一般質問

津
本
裕
子
議
員
（
公
明
）　

①
女
性

に
関
す
る
相
談
体
制
と
内
容
は
。

　

②
女
性
の
就
労
支
援
に
対
し
て
も
、

市
が
か
か
わ
る
べ
き
で
は
。

　

③
女
性
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的

に
進
め
る
女
性
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に

関
す
る
市
の
考
え
は
。

市
長　

①
女
性
相
談
室
と
母
子
自
立

支
援
員
に
よ
る
相
談
が
あ
り
、
夫
婦

関
係
等
が
主
な
内
容
で
あ
る
。

　

②
母
子
家
庭
に
は
母
子
自
立
支
援

員
に
よ
る
就
労
支
援
を
実
施
し
て
い

る
が
、
必
要
に
応
じ
て
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
等
を
紹
介
し
て
い
る
。
今
後
は
再

就
職
等
の
支
援
も
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

　

③
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

石
毛
航
太
郎
議
員
（
フ
ォ
）　

①
父

母
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
要
望
が
挙
が

っ
て
い
る
か
。

　

②
要
望
を
満
た
す
た
め
の
課
題
は
。

市
長　

①
特
に
関
心
が
高
い
も
の
と

し
て
、
開
設
時
間
の
延
長
、
施
設
の

整
備
、
障
害
児
の
受
け
入
れ
枠
の
拡

大
が
あ
っ
た
。

　

②
施
設
の
整
備
は
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
示
さ
れ
て
い

る
子
ど
も
一
人
当
た
り
の
ク
ラ
ブ
室

の
占
有
面
積
を
確
保
す
る
こ
と
で
、

障
害
児
の
受
け
入
れ
枠
の
拡
大
に
つ

い
て
は
運
営
体
制
や
施
設
の
収
容
能

力
に
課
題
が
あ
る
。

佐
藤　

充
議
員
（
共
産
）　

①
地
方

分
権
改
革
推
進
委
員
会
の
第
３
次
勧

告
で
示
さ
れ
た
、
保
育
所
の
最
低
基

準
を
地
方
自
治
体
に
任
せ
る
こ
と
へ

の
見
解
は
。

　

②
小
平
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
・
後
期
計
画
素
案
の
概
要
は
。

市
長　

①
保
育
サ
ー
ビ
ス
は
、
適
正

な
量
の
確
保
と
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
が
重
要
と
考
え
る
が
、
現
時

点
で
は
ま
だ
勧
告
の
段
階
で
あ
る
た

め
、
今
後
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

　

②
保
育
行
政
関
連
の
重
点
施
策
と

し
て
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
掲
げ
、

具
体
策
と
し
て
保
育
園
の
定
員
拡
充
、

幼
稚
園
の
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行

促
進
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

平
野
ひ
ろ
み
議
員
（
生
ネ
）　

①
次

世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
後
期
計
画

（
素
案
）
に
地
域
全
体
で
子
育
て
を

支
え
る
視
点
を
掲
げ
た
理
由
は
。

　

②
休
日
保
育
、
一
時
保
育
、
病
後

児
保
育
の
今
後
は
。

市
長　

①
子
育
て
の
一
義
的
な
責
任

は
親
に
あ
る
こ
と
を
基
本
と
し
た
上

で
、
子
ど
も
と
家
庭
を
取
り
巻
く
厳

し
い
環
境
を
踏
ま
え
て
加
え
た
。

　

②
休
日
保
育
は
ニ
ー
ズ
量
を
見
き

わ
め
な
が
ら
検
討
し
た
い
。
一
時
保

育
は
現
在
２
園
だ
が
、
さ
ら
に
３
か

※
冷
陰
極
蛍
光
ラ
ン
プ
と
は

　

従
来
の
蛍
光
灯
に
比
べ
省
エ
ネ
、

長
寿
命
が
特
徴
で
パ
ソ
コ
ン
画
面
な

ど
の
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
光
源
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
る
蛍
光
ラ
ン
プ
の
こ
と
。

津
本
裕
子
議
員
（
公
明
）　

①
広
島

県
世
羅
町
の
よ
う
な
公
民
館
の
自
治

セ
ン
タ
ー
化
を
志
向
す
る
考
え
は
。

　

②
公
民
館
、
地
域
セ
ン
タ
ー
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
の
方
向
性
は
。

教
育
長　

①
住
民
自
治
の
拠
点
施
設

と
し
て
地
域
課
題
を
解
決
す
る
こ
と

を
期
待
し
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
公

民
館
は
多
く
の
利
用
が
あ
る
の
で
、

現
段
階
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　

②
公
民
館
は
学
校
等
と
の
連
携
や

学
習
成
果
を
生
か
せ
る
仕
組
み
づ
く

り
等
を
検
討
し
、
施
設
の
複
合
化
等

を
含
め
て
研
究
課
題
と
し
た
い
。

市
長　

②
地
域
セ
ン
タ
ー
は
地
元
の

自
治
会
や
市
民
の
声
を
得
な
が
ら
、

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
拠
点
と

な
る
よ
う
な
検
討
を
重
ね
た
い
。

浅
倉
成
樹
議
員
（
公
明
）　

①
鈴
木

遺
跡
資
料
館
の
価
値
を
ど
う
評
価
し

て
い
る
か
。

　

②
回
田
町
地
域
セ
ン
タ
ー
を
鈴
木

遺
跡
資
料
館
の
場
所
に
併
設
し
て
建

設
す
れ
ば
回
田
町
民
の
念
願
を
果
た

し
、
資
料
の
一
層
の
公
開
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
が
見
解
は
。

教
育
長　

①
小
学
校
の
授
業
や
内
外

の
研
究
者
の
利
用
が
あ
る
。
鈴
木
遺

跡
の
価
値
や
内
容
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
も
の

と
考
え
る
。

市
長　

②
周
辺
に
地
域
セ
ン
タ
ー
が

４
館
あ
り
、
徒
歩
で
利
用
で
き
る
こ

と
か
ら
建
設
は
考
え
て
い
な
い
。

滝
口
幸
一
議
員
（
フ
ォ
）　

①
委
託

し
た
業
務
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　

②
市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
、
地

域
特
性
を
生
か
す
た
め
公
園
を
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
す
る
と
あ
る
が
実
現
を
加

速
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

市
長　

①
委
託
業
者
に
業
務
完
了
報

告
書
及
び
業
務
日
誌
を
提
出
さ
せ
、

職
員
が
公
園
の
点
検
を
行
っ
て
い
る
。

　

②
今
後
、
公
園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

の
機
会
な
ど
に
管
理
方
法
に
つ
い
て

も
地
域
住
民
の
意
見
を
聞
く
懇
談
の

機
会
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

※
３
Ｒ
と
は

　

リ
デ
ュ
ー
ス
（
廃
棄
物
の
発
生
抑

制
）、
リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
）、
リ

サ
イ
ク
ル
（
再
資
源
化
）
の
こ
と
。

所
で
実
施
で
き
る
よ
う
計
画
し
て
い

る
。
病
後
児
保
育
は
既
存
事
業
の
充

実
に
努
め
、
さ
ら
な
る
拡
充
を
検
討

す
る
中
で
病
児
保
育
に
つ
い
て
も
検

討
し
た
い
。

山
岸
真
知
子
議
員
（
公
明
）　

①
平

成
21
年
４
月
現
在
の
待
機
児
童
数
は
。

　

②
認
定
家
庭
福
祉
員
の
現
状
と
今

後
の
計
画
は
。

　

③
一
時
保
育
施
設
の
今
後
の
整
備

計
画
は
、
ま
た
定
員
増
は
可
能
か
。

市
長　

①
96
人
で
あ
る
。

　

②
平
成
21
年
11
月
現
在
24
施
設
、

定
員
96
人
分
が
稼
働
し
て
い
る
。
22

年
４
月
の
新
規
開
設
に
向
け
２
、３

施
設
を
募
集
し
て
い
る
。

　

③
現
在
、
私
立
保
育
園
２
園
で
実

施
し
て
い
る
が
、
平
成
26
年
度
ま
で

に
さ
ら
に
３
か
所
で
実
施
で
き
る
よ

う
計
画
し
て
い
る
。
定
員
の
増
は
、

実
施
施
設
の
床
面
積
等
に
限
界
が
あ

り
現
状
で
は
難
し
い
。

鴨
打
喜
久
男
議
員
（
政
和
）　

①
ト

ラ
ブ
ル
の
相
談
件
数
と
内
容
は
。

　

②
解
決
方
法
と
手
順
は
。

　

③
国
分
寺
市
の
よ
う
な
条
例
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

市
長　

①
４
月
か
ら
10
月
ま
で
に
５

件
あ
り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等
で
の
階
上

と
の
騒
音
や
隣
家
の
テ
レ
ビ
の
音
等

が
主
な
内
容
で
あ
る
が
、
迷
惑
行
為

に
ま
で
至
っ
た
相
談
は
な
い
。

　

②
生
活
音
の
場
合
に
市
が
介
入
す

る
こ
と
は
難
し
い
が
、
集
合
住
宅
の

場
合
は
職
員
が
現
地
に
行
き
、
管
理

川　

浩
議
員
（
公
明
）　

①
地
域

エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
Ｃ
Ｏ
２

削

減
目
標
達
成
の
見
通
し
は
。

　

②
太
陽
光
発
電
導
入
率
日
本
一
達

成
を
、
市
制
施
行
50
周
年
の
重
点
施

策
に
位
置
づ
け
て
は
ど
う
か
。

市
長　

①
実
現
に
は
相
当
の
努
力
と

覚
悟
が
必
要
と
な
る
が
、
市
民
・
事

業
者
・
市
民
団
体
・
市
が
そ
れ
ぞ
れ

努
力
を
し
、
中
間
目
標
年
次
の
平
成

24
年
度
ま
で
に
平
成
17
年
度
比
で
マ

イ
ナ
ス
６
％
の
削
減
目
標
を
達
成
し

た
い
。

　

②
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
で

は
平
成
32
年
度
ま
で
に
導
入
率
日
本

一
の
町
を
目
指
す
と
し
て
お
り
、
24

年
度
の
50
周
年
の
重
点
施
策
と
位
置

づ
け
る
の
は
難
し
い
。

人
等
の
第
三
者
を
交
え
て
話
し
合
い

等
を
行
う
。
解
決
が
難
し
い
場
合
は

市
民
相
談
等
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

③
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

浅
倉
成
樹
議
員
（
公
明
）　

来
年
度

の
子
ど
も
手
当
制
度
導
入
に
当
た
り
、

子
ど
も
の
い
る
世
帯
で
も
扶
養
控
除

等
の
廃
止
で
増
税
と
な
る
ケ
ー
ス
が

あ
る
な
ど
の
問
題
点
が
懸
念
さ
れ
る
。

国
の
制
度
変
更
だ
け
で
問
題
は
済
ま

な
い
と
危
惧
す
る
が
、
地
方
自
治
体

で
あ
る
小
平
市
に
は
国
に
物
申
す
機

会
は
あ
る
の
か
。

市
長　

平
成
21
年
10
月
に
東
京
都
市

長
会
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
等
に
対

し
て
緊
急
要
望
書
を
提
出
し
、
国
の

財
源
負
担
の
み
で
実
施
す
る
こ
と
、

事
務
経
費
に
つ
い
て
も
準
備
経
費
を

含
め
て
財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と
、

遅
く
と
も
年
内
に
は
情
報
提
供
を
行

う
よ
う
要
望
し
て
い
る
。

川
里
春
治
議
員
（
政
和
）　

①
東
京

街
道
の
小
金
井
街
道
東
側
と
西
側
の

工
事
が
同
時
期
だ
が
調
整
は
。

　

②
東
京
街
道
の
交
差
点
す
い
す
い

プ
ラ
ン
北
野
中
の
進
捗
状
況
は
。

市
長　

①
小
金
井
街
道
東
側
の
下
水

道
工
事
は
市
道
、
西
側
の
水
道
工
事

は
都
道
で
、
道
路
管
理
者
が
異
な
る

た
め
調
整
は
困
難
だ
が
、
小
平
警
察

署
が
使
用
許
可
を
す
る
際
に
指
導
し

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

②
平
成
21
年
９
月
に
都
が
用
地
説

明
会
を
開
催
し
た
。
現
在
は
道
路
拡

幅
用
地
内
の
建
造
物
の
調
査
等
を
行

っ
て
お
り
、
そ
の
後
地
権
者
と
用
地

交
渉
を
開
始
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

川　

浩
議
員
（
公
明
）　

①
市
庁

舎
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、
市
民
総

合
体
育
館
の
蛍
光
灯
を
冷
陰
極
蛍
光

ラ
ン
プ
に
交
換
し
た
場
合
、
向
こ
う

10
年
間
で
削
減
可
能
な
費
用
は
。

　

②
実
証
実
験
の
結
果
と
見
解
は
。

市
長　

①
ラ
ン
プ
を
10
年
間
交
換
し

な
い
と
仮
定
し
た
場
合
、
約
１
千
９

百
70
万
円
の
削
減
が
見
込
ま
れ
る
。

　

②
事
務
室
内
の
机
上
の
明
る
さ
が
、

こ
れ
ま
で
の
照
明
器
具
の
約
600
ル
ク

ス
に
対
し
、
約
500
ル
ク
ス
と
い
う
測

定
結
果
が
出
て
い
る
。
ま
た
、
照
度

が
安
定
す
る
ま
で
に
１
分
以
上
時
間

を
要
す
る
、
微
量
の
雑
音
が
出
る
、

ま
ぶ
し
い
な
ど
の
意
見
も
あ
っ
た
。

苗
村
洋
子
議
員
（
生
ネ
）　

①
平
成
18

年
に
改
正
さ
れ
た
容
器
包
装
リ
サ
イ

ク
ル
法
で
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
は
。

　

②
３
Ｒ
の
優
先
順
位
が
進
ま
な
い

理
由
は
。

　

③
マ
イ
カ
ッ
プ
等
を
推
進
す
る
た

め
、
市
が
率
先
し
て
マ
イ
カ
ッ
プ
式

自
動
販
売
機
に
入
れ
か
え
て
は
。

市
長　

①
レ
ジ
袋
対
策
等
の
導
入
、

再
商
品
化
の
義
務
を
果
た
さ
な
い
事

業
者
へ
の
罰
則
の
強
化
等
が
あ
る
。

　

②
消
費
者
の
意
識
や
習
慣
が
根
付

い
て
い
な
い
こ
と
、
企
業
で
も
リ
ユ

ー
ス
が
生
か
さ
れ
た
商
品
開
発
が
加

速
さ
れ
な
い
こ
と
が
一
因
と
考
え
る
。

　

③
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

公
共
施
設

公
民
館
、
地
域
セ
ン
タ
ー
等
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
進
め
よ
う

鈴
木
遺
跡
資
料
館
併
設
の

回
田
町
地
域
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を

環
境
・
下
水
道

生
活
音
等
に
係
る
隣
人
ト
ラ
ブ
ル
の

防
止
、
調
整
に
関
す
る
条
例
を

小
平
市
制
施
行
50
周
年
に
太
陽
光

発
電
導
入
率
日
本
一
を
達
成
し
よ
う

東

京

街

道

の

下
水
道
工
事
等
に
つ
い
て

３

※

Ｒ

の

実

現

で

ご

み

減

量

を

再
び
、
冷

※

陰
極
蛍
光
ラ
ン
プ
採
用
で

電
気
代
と
Ｃ
Ｏ
２
を
42
％
削
減
し
よ
う

児
童
・
女
性

総
合
的
に
女
性
を
支
援
す
る

女
性
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
べ
き

今
後
の
学
童
ク
ラ
ブ
の

あ

り

方

に

つ

い

て

公 園
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役
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◀
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四
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）
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